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防災支援が引き出す女性たちの力
―バングラデシュ出張報告―
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シャプラニールとは

「取り残さない、その小さな声を。」

戦争や大規模な自然災害など、
多くの人 を々苦しめる事件の裏で
日々 の暮らしそのものに
困難を抱えている人がいます。

そういった声なき声をすくい上げ、
一緒に感じ、考え、行動し
少しでも明日に希望が持てるよう、
ともに歩んでいくこと。

それがシャプラニールの考える
「誰も取り残さない」という精神です。

南の風 通巻306号（季刊）
2025年6月発行

発行人　坂口和隆
発　行　認定NPO法人シャプラニール
	 ＝市民による海外協力の会
編集長　藤岡恵美子
編　集　勝井裕美・髙階悠輔・長瀬桃子　
デザイン　柴田篤元
印　刷　株式会社上毛印刷

プロジェクト 最 新 情 報

シャプラニールは、1972年に設立された南アジアと日本で貧困問題の解決に向けて活動
する国際協力NGOです。「すべての人々が持つ豊かな可能性が開花する社会」の実現を
めざし、児童労働の削減、災害に強い地域づくり、フェアトレードへの取り組み、多文化
共生社会づくりの推進を行っています。	 ※情報は2025年4月時点
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2024年9月の連日の大雨で、各地で大きな被害が出た。
事業地でも大雨が降ったが、これまでのインフラ設置や
地域住民の防災力強化が実を結び、最小限の被害に留
まった。今後は約550世帯が住
む河川流域で行政・住民のイン
フラの維持・管理力を含めた能
力強化と移譲準備を進め、地
域防災力高めていく。

学校の児童保護方針を基に、各学校で教師、PTA、保護
者、学生らそれぞれがどのようなことをしていくかの話し
合いを進めている。すでに自身の学校でも方針の運用を
決めたマナハリ村の校長をはじめ（写真下）、児童労働を
誘発する危険性に目を向け、意
識的に子どもを守っていこうと
いうそれぞれの行動変容が期
待される。

1
学校、地方行政、地域の力で
児童労働の予防と削減

2
水害リスクに強い
コミュニティづくり

サイクロン常襲地域で地方行政とコミュニティへ、ジェン
ダーに配慮した防災能力強化を行っている。洪水が起きて
も浸水しないようかさ上げした共同トイレ18基は地域住民
が維持管理していく。ある維持管
理担当の女性は、トイレで利用す
るための水として屋根から雨水を
溜める仕組みを備えつけていた。

Japan

南アジアで身近にある素材や暮らしに息づく伝統を大切にした物づくり
を通じ、生産者の生活向上をめざす取り組み。2025年度は、Sheソープ、
ノクシカタ製品の再販を予定。また日本では、
ボランティアの活躍の場を増やし、市民活動
をさらに盛り上げていくため、販売や商品検
品等のボランティアメニューの提示やコミュニ
ケーションの方法を工夫・模索していく。

フェアトレードへの取り組み

2

1

カトマンズ

1

2

ダッカ

2
ジェンダー視点による
地域防災力の強化（⇒P10）

マクワンプール郡
ヘタウダ市、マナハリ村　
2024年3月

モラン郡
ウルラバリ市
2023年5月～

ダッカ市内　2006年～

クルナ県コイラ郡　2024年～

東京都新宿区大久保　
2022年5月～

児童労働

防災

防災

児童労働

多文化共生

ダッカ市内の2つの支援センターで運動会を行った。40人の
少女が参加し、子どもらしい時間を過ごした。歌や踊りのコ
ンテストも行われ、少女たちからは「初めてこんな行事に参加
した」「最高！」という興奮した言葉
が聞かれた。地域住民が準備や
運営にかかわったことで、家事使
用人として働く少女の存在や活動
への理解が深まる機会にもなった。

日本人と外国ルーツを持つ親子や子どもを囲み「せかいのことば・えほん会」を
これまでに3回開催。ネパール語、中国語、韓国語での読み聞かせは参加者に
とって初めて聞く言語も多く、驚きの声があがった。
絵本の“やさしいことば”を楽しむうちに、自然と世代や
国籍を超えた交流が生まれ、親同士の何気ない世間
話やぽろりと悩みをこぼせるほどの温かい時間となっ
た。今後も体験型の企画を実施していく。

多文化共生社会づくり

人混みから離れ、公園の自然に癒されてます（東）／出張から戻ると糠床に白カビが。毎日コツコツ、大切（内山） 23
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6月は児童労働反対月間！ アクションを広めよう
2025年はSDGsのターゲット8.7の「児童労働撤廃」の目標年！
シャプラニールも加盟する児童労働ネットワーク（CL-Net）では、児
童労働反対の意思を示すレッドカードを掲げるキャンペーンを実施
中。また、6月の特別企画として、支援センターとの中継イベントも

配信予定です。家事使用人の少
女支援をより詳しく知りたい方は
ぜひご参加ください。

詳細は特設
ページへ！➡

と
こ
ろ
が
、
活
動
か
ら
約
20
年
経
っ

た
今
も
次
々
と
新
し
い
少
女
が
村
か
ら

や
っ
て
き
ま
す
。
多
く
の
少
女
た
ち
は

18
歳
前
後
に
な
る
と
親
が
決
め
た
相
手

と
の
結
婚
の
た
め
出
身
の
村
に
戻
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
雇
い
主
は
、
ま
た
新
た

な
「
家
事
使
用
人
の
少
女
」
を
村
か
ら

連
れ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
同
じ
境
遇
に

置
か
れ
る
少
女
の
総
数
は
減
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
運
営
や

啓
発
活
動
に
加
え
、
家
事
使
用
人
が
生

み
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
農
村
部
で
の
活

動
が
必
要
と
考
え
、
子
ど
も
を
送
り
出

す
背
後
に
あ
る
社
会
の
根
本
的
な
課
題

を
明
確
に
す
る
調
査
を
２
０
２
４
年
９

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
家
事
使
用
人
と
し
て
働
い

て
い
た
、
も
し
く
は
現
在
働
い
て
い
る

少
女
９
名
を
対
象
に
、
働
き
に
出
さ
れ

た
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
丁
寧
に
聞
き

取
り
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
住
み
込

み
で
働
き
セ
ン
タ
ー
に
通
う
少
女
の
多

く
の
出
身
地
域
で
あ
る
マ
イ
メ
ン
シ
ン

県
と
ネ
ッ
ト
ロ
コ
ナ
県
に
あ
る
３
カ
所

の
村
で
、
娘
を
働
き
に
出
し
て
い
る
家

庭
の
親
、
地
域
住
民
、
行
政
、
学
校
関

係
者
に
も
話
を
聞
き
ま
し
た
。

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｓ
Ｄ（Action	

for	Social	Developm
ent

）
と
協
働

で
、
ダ
ッ
カ
市
内
で
２
カ
所
の
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
３
月
時
点
で
43
人
の
少
女

が
通
っ
て
い
ま
す
。
村
か
ら
一
人
で
送

り
出
さ
れ
住
み
込
み
で
働
く
子
が
11

人
、
村
か
ら
家
族
で
ダ
ッ
カ
の
ス
ラ
ム

に
移
住
し
数
時
間
も
し
く
は
週
に
数
日

働
く
子
が
32
人
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
基
礎
教
育
と
保
健
衛
生
、
歌
や
踊

り
な
ど
の
学
び
と
、
少
女
が
「
子
ど

も
」
に
戻
れ
る
居
場
所
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
家
族
状
況
や
雇

い
主
の
情
報
な
ど
も
把
握
し
、
少
女
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
村
で

は
学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
え
ず
、
セ
ン

タ
ー
に
来
て
初
め
て
文
字
を
学
ぶ
少
女

も
い
ま
す
。
近
く
の
学
校
の
協
力
と
雇

用
主
、
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
43
人
の
う
ち
10
人
が
学
校
に
編
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
の
傍
ら
学
校

に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
友

人
と
笑
顔
で
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
少

女
た
ち
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
活
動
の
意
義
、
成
果
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※支援センター：働く少女に読み書き・計算の教育や技術研修、レクリエーション等を行っている。

シャプラニールは2006年からバングラデシュ・ダッカで、「家事使用人」として働く少女への支援
事業を行っています。2025年度からは農村部で活動を始めます。本特集では、少女たちが
働きに出させられる背景や実態をより深く知るための事前調査について報告します。

文／バングラデシュ事務所長　内山智子

なぜ少女は働きに出させられるのか
特 集

家事使用人として働く少女支援 バングラデシュ

根
強
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別

き
ょ
う
だ
い
の
中
で
娘
は
学
校
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
働
き

に
出
さ
れ
る
一
方
で
、
息
子
は
親
元
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
特
に
農
村
部
で
は
、
息
子
に
は
将
来
親
の

面
倒
を
見
る
こ
と
を
期
待
し
て
教
育
を
受
け
さ
せ
る
け
れ

ど
、将
来
結
婚
し
て
家
を
出
て
い
く
娘
に
は
教
育
は
不
要
、

と
い
う
考
え
方
が
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、

女
の
子
が
家
族
の
た
め
に
ロ
ー
ン
返
済
や
貧
困
の
責
任
を

負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

近
年
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
経
済
成
長
と

物
質
的
豊
か
さ
と
い
う
社
会
の
変
化
に
対
し
、
変

わ
ら
ぬ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
や
昔
か
ら
の
習
慣
や
規
範
と
い

う
歪
み
が
、
少
女
の
家
事
使
用
人
と
い
う
児
童
労
働
を
生

ん
で
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

貧
困
と
経
済
発
展
の
は
ざ
ま
で

こ
れ
ら
の
地
域
の
主
な
仕
事
は
農
業
で
す
が
、
日
雇
い

仕
事
は
常
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
１
日
３
食
の
食
事
も

ま
ま
な
ら
な
い
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
特
に
湿
地
帯
で
あ
る

ネ
ッ
ト
ロ
コ
ナ
県
で
は
１
年
の
半
分
は
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
夫
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
家
族
の

収
入
が
断
た
れ
る
と
よ
り
脆
弱
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
家
庭
の
困
窮
を
知
っ
た
隣
人
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

「
娘
を
ダ
ッ
カ
で
働
か
せ
れ
ば
よ
い
」
と
親
に
仕
事
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、少
女
が
働
き
に
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、大
き
な
問
題
は
「
ロ
ー
ン
返
済
」
で
す
。
日
々

の
生
活
資
金
や
結
婚
持
参
金
（
※
）
の
た
め
に
N
G
O
か

ら
ロ
ー
ン
を
借
り
、
そ
の
返
済
の
た
め
別
の
N
G
O
か

ら
ロ
ー
ン
を
借
り
る
と
い
う
多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
急
速
な
経
済
発
展
を
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

10
年
前
は
と
て
も
貧
し
か
っ
た
村
で
も
、
家
を
立
派
に
し

た
い
、
家
電
が
欲
し
い
、
と
い
っ
た
物
質
的
な
欲
も
高
ま

り
、
無
計
画
に
ロ
ー
ン
を
借
り
、
そ
の
返
済
の
た
め
に
子

ど
も
を
働
き
に
出
し
て
い
ま
す
。

調 査から
見えてきたこと

マイメンシンの村にて女性たちに話を聞く様子

バングラデシュからの報告

※
結
婚
の
際
、女
性
か
ら
男
性
に
金
銭
を
払
う
風
習
。金
銭
以
外
の
貴
金

属
類
、電
化
製
品
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

シャプラニール　レッドカード 検 索

今年の夏はどれくらい暑いのか……（怖）（佐々木）／次男（犬）毛量が、毛刈りの時期到来（ジェームス） バラの挿し木に挑戦！根がでるといいな（小川）／相性のよい花粉症の薬に出会い、生活の質がアップ（勝井） 45
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ノクシカタ刺繍
from Bangladesh

ダ
ッ
カ
で
の
生
活
へ
の
期
待
と
現
実

私
は
ネ
ッ
ト
ロ
コ
ナ
県
の
出
身

で
、
父
と
母
、
３
姉
妹
５
兄

弟
の
10
人
家
族
で
す
。
父
は
背
骨
が

悪
く
仕
事
が
で
き
ず
、
母
も
身
体
が
弱

か
っ
た
た
め
、
家
族
は
い
つ
も
お
腹
が

空
い
た
ま
ま
眠
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
５
歳
の
時
、
叔
母
に

連
れ
ら
れ
て
ダ
ッ
カ
に
来
ま
し
た
。

「
ダ
ッ
カ
に
行
け
ば
１
日
３
食 

食
べ

ら
れ
良
い
生
活
が
で
き
る
」
と
い
う
大

き
な
期
待
と
と
も
に
。
し
か
し
実
際

は
、
毎
日
使
用
人
と
し
て
働
か
さ
れ
、

夜
は
冷
た
い
居
間
の
床
で
眠
ら
さ
れ

ま
し
た
。
16
歳
の
時
、
雇
用
主
が
セ
ン

タ
ー
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
私
は
初

め
て
文
字
の
読
み
書
き
と
計
算
を
学
び

ま
し
た
。
な
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
は

か
け
が
え
の
な
い
友
人
が
で
き
ま
し

た
。
今
は
雇
用
主
の
家
を
出
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
使
用
人
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
友
人
と
一
緒
に
部
屋
を
借
り
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

上）村では竹や木を使った家が多
い。トタンを使う家も増えている
左）ダッカには高層ビルが立ち並
び、車で大渋滞が起きている
右）インタビューの様子

Inter view

家
事
使
用
人
と
し
て
働
い
て
い
た
女
性
（
23
歳
）
の
お
話

「モノ」に「ヒト」が宿る
ノクシカタ	 文／小川 晶子

　「ノクシカタ」生産者を訪ねてダッカから北に車
で約6時間。2023年、初めてジャマルプールを訪れ
た時、色とりどりのサリーに身を包んだ女性たちと、
思わず息をのむような美しい農村の風景に一瞬で
心を奪われました。私たちの新しいパートナー団体
Palli Crafts（ポリ・クラフト）は「工芸の村」という意
味です。元アーロンのスタッフであったアズマさんと
シャハナズさんが立ち上げ、国際フェアトレード機関
(WFTO)の認証を取得。まだ駆け出しの小さな団体
ですが、積立金制度や健康診断など少しずつ生産
者の福利厚生の充実を図っています。

生産者の一人、リピ・アクタールさんは以前、ダッ
カで縫製工場に勤めていましたが、子どもが産まれ
1 日 14 時間の長時間労働ができなくなり、夫の故
郷に家族で移ってきたとのこと。“ 農村部で家族と暮
らしながら家事の合間に仕事ができること ” はこれ
からの手しごとの役割の一つなのかもしれません。

村の女性たちが、お母さんの着ていた思い出が
詰まったサリーで縫ったカタ（刺し子の布）を見せ
てくれました。どの家庭でもとても大事にされていま
す。一針ひと針刺していく、そこには大切な人への
想いが宿っていると感じます。私たちが突き進む機
械化の時代に、「手間をかけること」「人間らしさ」
といった価値を表しているのではないでしょうか。

ノクシカタの商品は、今後ラインナップを充実
させていきます。詳細はオンライン
ショップ等をご覧ください。
https: // craftlink.shop/

1.新商品の「ノクシカタ壁掛け睡蓮の家」
2.手刺しゅうをする様子をみせてくれました（2023年）
3.サリーの上から刺し子を施したカタ
4.びっしりと施す刺し子には布を補強する役割もあります
5.共有の庭に集まり縫いものをすることも。制作が遅れる

とコミュニティ内で助け合うそうです

#Who	is	She?	

商品をつくる人に思いを馳せる。

物づくりを通じてお互いを思いやる

関係をつくる取り組み。

リピさん（写真右）が
いつか娘が結婚する
ときにと縫ったカタ
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。

　近年のバングラデシュは急
速な経済成長と社会変化の中
で、取りこぼされてしまう問題
や新たな歪みが生じています。
すべての子どもたちが「子どもらしく」、笑顔で暮
らせる社会をめざして、これからも取り組みを進
めていきます。

Message

オピニオン誌「もうひとつの南の風」	
vol.27をご覧ください

この活動をもっと知りたい方へ
新商品入荷！

ご無沙汰しております。5月に育休から復帰しました！（菅野）／もう坊主にしようかなと思っています（髙階） 今年の目標「お弁当をつくる」はまだ2回しか達成されず（下鳥）／今月のモットー：日進月歩（杉山） 67


